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図3　CRMによって昭和基地上空で観測された電子温度の変化図2　昭和基地上空におけるMAC画像
図4　図2と同じ時間に衛星で観測されたEISAデータ
地上観測によって得られたデータと比較
することによって今後の研究が進められ
ていく。
オーロラ微細構造とは
オーロラの微細構造の典型的な例とし
ては、カーテンオーロラと呼ばれるアー
ク構造、フリッカリングオーロラと呼ば
れる短周期で明滅するオーロラや、ブラ
ックオーロラと呼ばれる光るオーロラの
中にあって、黒くアーク状に光らない領
域が存在するオーロラなど様々な形状が
知られている。一方、これらを上空から
オーロラを光らせる粒子観測とともに行
った例はまだ非常に少なく、オーロラ物
理の新しい知見を与えるものと期待され
ている。
オーロラ帯上空における衛星の電磁環
境は非常に苛酷であることが知られてお
り、地球観測衛星の障害がオーロラ帯で
頻繁に発生することも知られている。「れ
いめい」衛星は、打ち上げ後2年を経過
した現在も順調に観測を続けており、さ
らに数年の運用継続が期待されている。
オーロラ帯における貴重な観測データを
蓄積することによって、オーロラの物理
の解明と同時に、衛星電磁環境の研究の
ためのデータ収集が、昭和基地大型アン
テナによって一層進歩を遂げるものと期
待されている。
参考
［1］宇宙航空研究開発機構「れいめい」
衛星ホームページ，
http://index.isas.jaxa.jp/
［2］国立極地研究所「れいめい」衛星受
信支援ホームページ，
http://polaris.nipr.ac.jp/̃index/
［3］「れいめい」衛星電流モニタ （ーCRM）
観測データベース，
http://polaris.nipr.ac.jp/̃mokada/
「れいめい」衛星は、オーロラ微細構
造の観測を目的として宇宙航空研究開発
機構において開発され、2005年8月に打
ち上げられた小型科学観測衛星である。
「れいめい」衛星は、安価かつ短期間で
の打ち上げを可能にするためピギーバッ
ク衛星として設計され、さまざまな新技
術を試験する工学的な実証試験衛星とし
て開発された。地上系システムは、可能
なかぎり現有システムを再利用すること
を考えて計画され、「あけぼの」衛星と
ほぼ同じシステムを使用することができる。
したがって、「あけぼの」衛星の受信
に活躍した昭和基地大型アンテナも「れ
いめい」衛星テレメトリのダウンリンク
が可能になった。当初計画段階では、昭
和基地での受信は予定されていなかった
が、衛星の打ち上げが順調に進み、計画
を上回る長期にわたってオーロラ観測が
可能になることが判明したため、第47次
南極地域観測隊から急遽試験受信を行う
ことになった。
試験受信
南極昭和基地大型アンテナシステム
は、「あけぼの」衛星の受信終了後、衛
星受信を行ってこなかったため、47次隊
において十分な設備確認を行う必要があ
ったが、幸いその性能を維持しているこ
とが判明し、48次隊での受信にこぎつけ
ることができた。
さ れ た。MACは、428nm，558nm，
670nmからなる三つの波長の光を、オー
ロラの高さで80km×80kmの広さを撮像
している。衛星に供給できる電力の限界
のため、昭和基地上空では、上記3波長
のうち2波長での撮影のみ行われている
が、北極域においては3波長同時観測を
行い、レコーディングされたデータを昭
和基地でダウンリンクするという運用を
行うことも可能である。
観測データ
図2は、2007年5月23日21時（UT）こ
ろ昭和基地上空においてMACで撮影さ
れ、昭和基地大型アンテナシステムを使
ってダウンリンクされた428nmの画像デ
ータである。実際の映像は、40msecご
とに撮像されており、25フレーム毎秒の
動画としてみることができる。サンプル
映像は、宇宙科学研究本部のホームペー
ジ（URL参照）で公開されているので、
ご覧いただきたい。
EISAは、電子およびイオンの速度分
布を80msec毎に10eVから10keVのエネ
ルギー範囲で観測することができる。図
4は、図2と同時刻に昭和基地上空で観測
されたEISAのデータである。オーロラ
を発光させているオーロラ粒子の降り込
みが0:0:40から0:1:40にかけて観測されて
いる。このようなオーロラ粒子の降り込
みを発生させるメカニズムは、まだ詳細
には明らかになっていないが、逆V型の
電場によって加速された電子が高度
100km前後の大気上層に降り込んでいる
と考えられている。
図3は、CRMによって観測された昭和
基地上空での電子温度の変化を示すデー
タである。この観測例では、オーロラ粒
子の降り込みの影響による衛星軌道上で
の温度変化は特段見られていない。これ
らMAC、EISA、CRMのデータを総合し、
昭和基地大型アンテナによる
小型科学観測衛星「れいめい」データ受信
「れいめい」衛星は、600kmから
700kmの高度を地方時0時̶12時の子午
面に沿って、一周約90分で周回する軌道
で地球をまわっている。衛星の運用は、
神奈川県相模原市にある宇宙科学研究本
部でおこなっており、日本近辺では正午
前後2から3パス、深夜0時前後に2から3
パスの可視パスでコマンドの伝送、観測
データのダウンリンクを行うことができ
る。一方、昭和基地は極地のため、1日
平均すると日本の倍近い9パス前後の可
視パスがあり、このパス数を最大限利用
して多くの観測データをダウンリンクす
ることが可能になった。
昭和基地でダウンリンクされた観測デ
ータは、45次隊から利用されている衛星
通信回線によって、ダウンリンク後数分
で極地研究所にある極域科学総合データ
ライブラリシステム（POLARIS）に格
納される。POLARISからは宇宙科学研
究 本 部 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
（DARTS）に集積され、同様に相模原局、
スバルサット局から送られてくるデータ
と統合処理後、数日中にはインターネッ
ト上で公開されることになる。相模原の
「れいめい」衛星運用担当者と昭和基地
衛星受信担当隊員の間は、緊密な意思疎
通が重要であるため、電子メールを使っ
た日々の交信とともに、POLARIS上に
構築された運用支援システムによって年
間数百パスに上ると予想される受信業務
の支援を行っている。
「れいめい」衛星は、オーロラの微細
構造を撮像する多波長オーロラカメラ
（MAC）とオーロラ粒子観測器（EISA）、
電流モニター（CRM）を備えており、
1km以下の空間分解能でオーロラを観測
することができるように設計された。
MACは、東北大学坂野井らのグループ
で開発され、EISAは立教大学平原ら、
CRMは極地研究所岡田らによって開発
研究の前線から
岡田雅樹
宙空圏研究グループ・助教
図1　昭和基地大型アンテナ
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極地研 TOPICS
極夜の空を彩るオーロラの高さは、初
期のオーロラ科学研究の重要なテーマの
一つとしてノルウェーのシュテルマーら
により2点からの三角測量によって求め
られた。極地研究所でも1984年に第25次
隊が昭和基地とS16やラングホブデ間で
同様の観測を行い、筆者らはそのデータ
をもとに、オーロラ下縁など特徴点の高
度だけでなくその発光高度プロファイル
を推定することを試みた。さらに1991年
にはアイスランドでの2点ステレオ観測
を行った。地上から撮影された画像は、
視線に沿った発光の積分であり、いわゆ
るCT（計算トモグラフィ、Computed 
Tomography）技法のSTP分野への応用
一般化オーロラ
トモグラフィ研究への道程
の嚆矢となった。時恰もスウェーデン・
キルナのスペース物理研究所において
ALIS（Auroral Large Imaging System）
と名付けられた広域観測ネットワークの
構築が始められていた。これはキルナを
中心に約200km域の無人観測点のネット
ワークを、通信線を介して計算機により
制御するシステムで、その名のとおり複
数のカメラでオーロラを広範囲に撮像す
ることを目的とするが、同時に各カメラ
の視線を輻輳、つまり視線を交差させる
ことにより多点からの単色画像を得て、
CTによりオーロラ発光構造の推定が行
えるものであった。
オーロラトモグラフィ
1995年3月に同所のシュテーン博士ら
と共同で、ALISの3点に加え我々のカメ
ラ2台をこちらは有人で電話による連携
で5点観測を初めて行い、図１に示すよ
うな557.7nm発光の3次元再構成がなさ
れた。地上からのオーロラ単色光CT画
像は3次元発光構造が2次元に縮退したも
のといえるが、地点数が限られるので、
いくつかの制約をもとに発光位置や構造
が再構成される。一般に地球物理研究は
実験が容易でなく、観測データから対象
の「法則」「構造」の情報を引き出す、
本来的に逆問題である。しかし、帰納に
もとづく逆問題の解法は、碩学田邉統数
研名誉教授の譬えの通り、多数の黒いカ
ラスを見て「カラスは黒い」と断ずるこ
と が で き な い よ う に、 本 質 的 に
underdeterminedもしくはill-posed（非
適切問題）である欠点を持つ。そのため、
謂わば演繹の雄であるシミュレーション
と相補って研究が進められている。　
ALISネットワークは、現在図2に示す
ような観測点をもつ自動観測システムと
してFAST衛星やEISCATレーダーと、
またより制約の少ない再構成を目指して
「れいめい」衛星からの画像情報を加え
るべく、コンジャンクション観測が行わ
れている。
一般化トモグラフィへの展開
ALISグループでは再構成されたオー
ロラ発光プロファイルからさらに遡って
その原因となる大気上端における降り込
み粒子のエネルギースペクトルを推定す
る試みもなされたが、擾乱時にはこの降
り込みに伴い、電離の増加や下部電離層
での吸収の増加も併せ生じる。そこでオ
ーロラ画像に加えて異種のデータ、とく
にEISCATによる電子密度の増加やリオ
メター吸収画像等のマルチモーダルな情
報を統合し、降り込み粒子のスペクトル
を推定する一般化オーロラトモグラフィ
の確立を目指すところとなった。観測さ
れたデータは有限かつ統計的曖昧さを含
み、またその目的である物理過程を記述
するモデルの不完全・不確かさなどモデ
ルパラメータは確率的であることから、
これをベイズ統計の枠組みで帰納推論に
より推定する。このことは、曖昧さを含
むデータからこれら誤差要因の影響の度
合いをデータにもとづいて調整し、対象
の構造に柔軟に追随する可塑的な確率モ
デルを措定することを意味する。
本研究は、新領域融合プロジェクトの
傘テーマの一つ「機能と帰納：情報化時
代にめざす科学的推論の形」のサブテー
マ「統計的モデルに基づく地球科学にお
ける逆問題解析手法」の一課題として進
められている。新領域融合プロジェクト
は、2004年の法人化に伴い情報・システ
ム研究機構内で堀田機構長の強力なリー
ダーシップのもと、筆者も研究企画担当
として立ち上げにかかわった4研究所間
の融合プロジェクトであり、「機能と帰
納」は統計数理研究所樋口教授をPIとす
る一大傘テーマである。
麻生武彦
宙空圏研究グループ・教授
昨年度の中高生南極北極オープンフォ
ーラムの最優秀賞に選ばれた「昭和基地
の微生物と不快害虫を調べる」について、
第48次日本南極地域観測隊と埼玉県本庄
市立本庄西中学校（以下「西中」と略す。）
の提案グループの間で比較実験が行わ
れ、その報告会が去る7月10日、両者を
TV会議で結び、開催されました。その
内容について報告します。
観測隊、西中が工夫を重ねた実験計画
基地開設から50周年を迎えた昭和基地
の生活環境は日本国内に比べどうなって
いるでしょう？　越冬期間中、昭和基地
内でジャムや餅に発生するカビを調べた
り、床のホコリを集めて顕微鏡で観察し
たり、ゴキブリ捕虫器をしかけるなど、
身近な道具を使って基地の環境を調べて
みようというのが、この提案です。
この調査の昭和基地での協力者、中澤
文男隊員は本年3月19日、基地のあちこ
ちにゴキブリ捕虫器、蝿取りリボンをし
かけましたが、4ヶ月経っても何も捕ま
りませんでした。中澤隊員は基地のあち
こちのホコリを拡大スコープで調べてみ
ましたが、ダニなども見つかりません。
昭和基地では清潔な環境が維持されてい
るようです。では、カビの方はどうでし
ょう？　実は昭和基地ではカビが生えた
パンが目撃されており、カビが存在する
ことは確かめられています。そこで、「昭
和基地と日本とでカビの生えやすさに違
いがあるか？」を調べることにしました。
基地の生活環境は日本と同じように暖
かく、同じような食品を使っているので、
「カビのもと」さえあれば、日本と同じ
ようにカビが繁殖しそうです。「カビの
もと」に、昭和基地と日本とで違いがあ
るのでしょうか？　当研究所の微生物の
専門家である内田さんに尋ねると、「カ
ビのもと」は空気中に漂うカビの胞子や
昭和基地と日本の中学を結ぶ
カビの比較実験
菌糸だ、と教えてくれました。「カビの
もと」の量が昭和基地と日本の間で違っ
ていれば、それは繁殖したカビのかたま
り（専門用語では「コロニー」）の数と
して、目で見ることができるでしょう。
内田さんに助言を頂きながら中澤隊員、
西中の間でメールが行き交い、以下のよ
うな実験計画が立てられました。
滅菌容器の中に、清潔な食品サンプル
を入れます。一定時間、容器の蓋を開け、
食品サンプルを空気にさらします。この
時、「カビのもと」が食品の表面に降っ
てきて貼りつきます。蓋を閉じた容器を、
カビが育ちやすい温度に保った保温箱に
入れ、一日一回、観察します。
1回目の実験は3月下旬に始まり、食品
サンプルは餅とジャム。空気にさらす場
所は、昭和基地では屋外、風呂場、厨房、
隊員個室、西中では屋外、湯沸室、理科
室で、それぞれ1時間、空気にさらしま
した。西中の保温箱は研究指導者の鈴木
正美先生が工夫したもので、熱帯魚用の
保温水槽を熱源に使い、温度を20度付近
に保つことができました。
やはり、昭和基地ではカビが生えにくい
実験結果は、日本では5～6日後から3
箇所のサンプルにカビが生え始めたのに
対し、南極では17日後に風呂場のサンプ
ルにだけカビが発生しました。日本では
屋外サンプルに最も早くカビが発生した
のに対し、昭和基地の屋外サンプルには
1ヶ月経ってもカビが見られませんでし
た。
確認のため、5月下旬に2回目の実験を
開始しました。サンプルに新たにパンを
加え、また実験結果が早く現れるよう、
空気にさらす時間を6時間に伸ばしまし
た。予想通り、1回目よりも早くカビが
生え始め、カビが生えたサンプルも増加
しましたが、昭和基地の方がカビが生え
にくいという傾向は同じでした。今回の
実験で以下のようなことがわかりまし
た。
・昭和基地の屋内は西中の屋内に比べ、
カビの元となる胞子などが少ない。
・日本では屋外にカビの胞子などがたく
さん飛んでいるが、昭和基地の屋外には
ほとんど無い。
・条件さえ揃えば（カビの胞子など＋栄
養＋温度＋湿度）、南極でもカビは育つ。
今回の実験を通して、何か一つのこと
を実証するには、十分な準備と多くの努
力がいることを教えられました。
山岸久雄
宙空圏研究グループ・教授
図1　オーロラトモグラフィによる557.7nmオー
ロラ発光構造の再構成結果例
図2　ALISネットワーク
昭和基地とTV会議で結んだ報告会の様子
昭和基地でのカビ実験結果（各所に置いた餅、58日後）
本庄西中でのカビ実験結果（理科室に置いた餅、31日後）
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背景
今から半世紀前、永田武隊長、西堀栄
三郎越冬隊長が率いる第一次日本南極地
域観測隊が多くの苦難を乗り越えて南極
昭和基地を開設した。本年1月には日本
と南極昭和基地を結んで南極地域観測50
周年記念行事が開催されたことは記憶に
新しい。日本の南極観測は現在、重点プ
ロジェクト研究観測「極域における宙
空－大気－海洋の相互作用からとらえる
地球環境システムの研究」を研究観測の
大テーマとして、第Ⅶ期計画の2年目が
進行中である。
また、国際地球観測年から50年を経た
本年、国際協力による新たな極域観測プ
ログラムである国際極年が始まった。南
極海に幾多の航跡を残した観測船「しら
せ」はこの秋、最後の南極航海へ向かう。
再来年には新しい南極観測船が導入され
る。新船は観測隊員の収容能力が80名に
増強され、多種多様な調査・観測項目に
対応できるようになると期待されてい
る。新船が投入されて、2回目の航海と
なる第52次隊（2010年）から、第Ⅶ期後
の新しい南極観測計画が始まる。
このように、現在から今後数年の間に
日本の南極観測はいろいろな観点で節目
を迎えようとしている。これを機会に、
これまで大きな枠組みを変えることなく
続けられてきた南極観測の仕組みを刷新
し、多様な観測項目を、先進的な設備と
技術によって、特にアジア諸国との国際
協力を推進しつつ、フレキシブルな体制
で実現できるような南極観測将来像を検
討している。その大きな柱のひとつが、
研究観測課題の公募である。研究観測計
画の策定過程の公平性、透明性を確保す
るのがねらいである。まだ、詳細は所内
南極観測新世代計画特別委員会が中心と
なって検討中であるが、今年度中に具体
的な方向性を示す予定である。
前置きが長くなったが、公募に至る前
段階として、南極観測に関して国内の研
究者が温めている観測計画を発表してい
ただき、関連する研究者の横のつながり
を築く場を提供するとともに、第52次隊
以降の観測計画策定シナリオ作りの参考と
するために、本シンポジウムを企画した。
予想を超える盛況
予想よりもかなり多い発表申込みがあ
ったため、プログラムは6月15日（金）9
時から18時半まで口頭26件、ポスター
22件の発表でびっしりと埋まった。研究
分野、規模、時期、技術的・予算的な実
現可能性を問わず研究観測の提案を募集
した結果、発表された研究分野は海洋学、
地学、生物学、気象学、雪氷学、大気物
理学、超高層物理学、磁気圏物理学、気
球工学、天文学、医学と多岐にわたった。
当然のことながら、発表者は将来の研
究観測を担う若手から中堅の研究者が主
だった。それぞれご自分の専門分野の課
題について、研究の現状と今後の研究観
測計画を熱く語っていた。シンポジウム
終了後に催した懇親会にも多くの出席者
が参加し、分野を横断して活発な議論が
繰り広げられていた。個々の発表内容に
ついてはこの場で紹介するスペースはな
いため、集録を参照されたい。
反面、予想もしなかった分野からの発
表はなかった。また、学会規模の研究者
組織内で議論を重ねて練り上げられた観
測計画は少なかった。主催者としてPR
の仕方を今後工夫していきたい。
新しい南極観測へ向けて
今回発表された計画の中から、一つで
も多くの計画を実現させていくことが極
地研の使命である。小規模な観測計画に
ついては、公募を基本とする計画策定過
程を整備し、実現への道筋を示していき
たい。大規模な研究計画については、ま
ず技術的な課題をクリアにするために萌
芽・開発研究を進めていただき、萌芽・
開発研究段階を終了しつつある課題につ
いては、本格研究観測段階へ進めるよう
にレビューの場を設けたい。
今回のシンポジウムは新しい南極観測
の提案の場という位置づけであったが、
今後もこのようなシンポジウムを毎年開
催し、提案及びレビューの場として活用
していきたいと考えている。最後に、興
味深い観測計画を発表して下さった発表
者の皆様、シンポジウム運営を支えてい
ただいたスタッフの皆様に感謝申し上げ
る。
南極研究観測シンポジウム
極地研 TOPICS
田口 真
宙空圏研究グループ・准教授
口頭発表・ポスター発表ともに活発な議論がなされた
インド共和国ニューデリー市にて標記
会合が4月30日から5月11日にかけて開催
された。我が国からは外務省地球規模課
題担当の大江参事官を団長とし、国際法
の柴田神戸大学教授と外務省地球環境課
の河隝事務官、環境省から環境保全対策
課フロン等対策推進室の矢澤室長補佐、
齋藤南極保全係員、水産庁国際課の坂本
課長補佐、当研究所から藤井所長、本吉
副所長、国際企画室の山内室長と渡邉、
延べ10名が出席した。気温が40度を超す
日がある中、消化器系の不調を覚えつつ
も朝から夕刻まで缶詰め状態の国際会議
場で南極地域の諸問題について熱心な協
議が行われた。
概要
初日午前の開会および全体会合の後、
第一週は環境保護委員会（CEP）と法組
織部会、第二週は観光とオペレーション
部会がそれぞれ並行して開催された。数
年来会期間も含め協議が継続されている
南極観光に関し、多くの協議国が環境保
護の観点から政策的に規制すべきとの立
場を明確にし、500人以上の乗客を乗せ
た船舶からの上陸を禁止すること、一つ
の上陸場所には一時的に100人を超えて
はならない等の項目がガイドラインとし
て決議にまとめられた。
また議定書の附属書II（南極の動物相
及び植物相の保存）の見直しについては
法組織部会で議論され、微生物等への適
用範囲の拡大には合意が得られず、オオ
フルマカモメを特別保護種へ追加する提
案に関してもSCARからの作業文書が取
り下げられたこともあり、議論が行われ
たに留まり、今後生息状況に関するデー
タの収集及び調査を推進する決議を採択
することとなった。南極におけるバイオ
プロスペクティング（生物探査）につい
ては、それにより生じた利益をどう配分
するか等法的諸問題を論じたオランダ等
からの作業文書が出されたものの大きな
進展はなく、継続審議となった。しかし、
現状を把握した上で充分な検討を行い、
生物多様性条約等への対応と整合をとり
つつ我が国も今後の対応を固めていく時
期との印象を強くした。
昨シーズンの活動の中で、ノルウェー
船籍のクルーズ船Nordkapp号の南極地
域における事故についてノルウェーから
報告があったほか、日本の調査捕鯨船日
新丸の火災に関したニュージーランドの
報告があった。我が国からは、ニュージ
ーランド及び米国による救助体制に謝意
を伝えるとともに、重油の流出や爆発は
起きていない旨について言及。また、火
災の原因については調査中であるとし
た。救助に携わった締約国や関係機関等
による非常災害時における対応について
意見や情報の交換が行われた。
また、二年前のATCMで採択された
環境に対する損害の賠償責任を定めた附
属書の、各国の国内における法整備等進
捗状況や課題等について報告がなされ、
情報を共有していくこととされた。我が
国でも環境省を中心に法令制定の準備作
業が進められており、国家事業として進
められている日本南極地域観測隊の実施
主体についての整理にも共通認識が必要
と思われる。
さらに、米国およびスウェーデン、フ
ランス、ニュ－ジーランドによる二件の
査察に関して報告があり、聴取り調査の
際など意思疎通を充分に確保する重要性
が指摘された。
提出文書等
今回、我が国から提出した文書は5件
で、環境省からの年次報告の他、
2006/07年の南極観測のハイライト、国
際極年2007 － 2008に関するシンポジウ
ム報告、日本の南極観測50周年に関する
取組みの報告および現在日本が議長国を
務めているアジア科学フォーラム
（AFoPS）に関する報告であった。あと
の4件については極地研究所内で取りま
とめ、文部科学省から外務省による所定
の手続きを経て条約事務局へ提出された
ものである。
マレーシアの南極条約加入に関しては
主席代表者会合で議論され、次回もオブ
ザーバーとして招待し、条約加入への取
り組みに関して報告を要請することとな
った。次回会合はウクライナのキエフで
2008年6月2～13日にかけて開催すること
が決定した。なお南極条約締約国はベラ
ルーシの加入によって46か国（協議国は
変わらず28か国）となった。
第30回南極条約協議会議報告
渡邉研太郎
国際企画室・生物圏研究グループ・教授
第二週目の日本代表団（ニューデリーの国際会議場
玄関前で）。右から三人目が団長の大江参事官。
第30回南極条約協議会議初日午前の全体会合。
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第19回南極観測実施責任者評議会
（COMNAP）と南極の設営と行動に関
する常置委員会（SCALOP）がワシン
トンDCで2007年7月9 － 13日に開催され
た。会場となったメイフラワーホテルは、
ホワイトハウスに程近く、大統領の就任
祝賀会が開かれることで有名な由緒ある
ホテルだそうだ。COMNAPは隔年に南
極科学委員会（SCAR）総会と共催され
ているが、今回は単独の会合であるため、
出席者は約70名のこじんまりとしたもの
であった。
COMNAPには南極で実際に活動して
いる国のみが参加を認められている。今
回は加盟29カ国のうち27カ国が出席し、
オブザーバーとして南極条約協議国会議
（ATCM）の事務局長と南極観光会社の
団体であるIATOOの代表が一部の委員
会に出席した。日本からは藤井理行極地
研所長、石沢賢二極地設営室長、大日方
一夫南極観測委員会医療分科会長と筆者
の4名が参加した。また、会期終了翌日
には、ドロンニングモードランド航空網
（DROMLAN）評議会が開催され、筆者
が出席した。南極航空の現状については、
別の機会に詳述したい。
COMNAP／ SCALOPの課題
COMNAPの目的は様々な面での国際
協力によって各国の観測事業を成功さ
せ、また南極条約の精神を尊重し、条約
協議国会議（ATCM）等で問題となっ
た課題を解決するための支援をすること
である。SCALOPはそのなかでも設営
や行動計画実施といった現場での行動に
密接した個々の課題に取り組んでいる。
もともと、SCARの中にあった設営専門
委員会がその前身である。COMNAPは
来年20年目を迎えることもあり、懸案で
あったCOMNAP憲章を次の総会までに
完成させることにしている。
今回は、5日間の会期の初日と後半に、
COMNAPと南極の設営と行動に関する
常置委員会（SCALOP）が開かれた。
その間に5つの作業委員会（Working 
Group）、5つ の 調 整 グ ル ー プ
（Coodination Group）と、今回新たに設
けられた6つの特定課題の検討グループ
（Topical Group）が開催され、極地研の
3人が分担して出席した。また、医療作
業委員会はSCARの「ヒトに関する生物
学と医療作業委員会」と連続して会議が
開かれ、大日方分科会長がすべての会合
に対応した。
COMNAPのキーワードは、情報交換、
国際連携、安全、環境、アウトリーチと
いったところであろう。近年のインター
ネットの発達により、たいがいの情報交
換は電子メールやホームページの参照で
ことが足りるようになった。COMNAP
でもポータルサイトの充実が進み、各国
の計画や報告などはインターネットで見
られるようにする方向にある。しかし、
こうした会議を通じて、南極で活動をし
ている国々の責任者が交流することは、
南極での協力、特に非常時の困難な状況
になった場合のことを考えると非常に重
要なことだ。
安全対策は、現今の最重要課題であり、
今回から特別に作業委員会（WG）がで
きたが、他の多くのWGも関連している。
安全を100％保証することは至難である
が、事故の規模や頻度を最小に止める努
力をすることは可能だ。各国が他国のも
のと比較しつつ非常事態対処計画を確立
させ、相互に内容を理解しておくことは
有用である。英国が紹介した野外旅行マ
ニュアルと医療マニュアルのDVDは、日
本も作製を検討している課題で興味深い。
10年ほど前なら、多国間の非常事態計
画は、半島地域とロス海地域でだけ考え
ていればよかったが、今日では各国の観
測隊や、ツアーの行動範囲は全域に及ん
でいる。昭和基地周辺でも何が起こるか
わからないということは、昨シーズンの
スペイン漁船救援事件で示されたとおり
である。
環境に関係することとしては、エネル
ギー消費の抑制努力や新たなエネルギー
利用の促進、省エネ装備の開発など。各
国の取り組みが報告された。特に、船舶
のエネルギー消費抑制も話題になった。
また、南極地域に外来種の生物を持ち込
まないための方策を議論する特別セッシ
ョンが開かれた。
ポスト IPYへ
IPYへの関心は高いが実際には、予算
を獲得できたグループとできないグルー
プとの格差が大きいという感じを今回も
いだいた。IPY期間だけ盛り上がるので
はなく、これをきっかけとして今後さま
ざまな国際プロジェクトとを次々と生み
だし、育てていくことが本質ではないだ
ろうか。
なお、COMNAP役員会2名の交代が
あり、インドとニュージーランドの代表
が入った。また、次期SCALOP議長の
選出があり、投票の結果、アジアから初
めて日本が2008年8月1日から3年間の任
期を務めることになった。
次回（第20回）のCOMNAP会合は
SCAR総会と共に2008年6月30日から7月
4日まで、サンクトペテルブルグで開か
れる。
第19回南極観測実施責任者評議会
（COMNAP XIX）
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白石和行
極域データセンター長・
地圏研究グループ・教授
迷子石が運ばれる様子を目の当たりにし
た。寒風に吹かれること30分、赤い建物
が見えてくる。
基地概要
トロール基地は、1991年にノルウエー
が西クイーンモードランドに開設した基
地で（場所は、南緯73度00分07秒、東経
02度32分02秒、標高は1298メートル）、
露岩の上に約10棟の建物があり、規模と
しては決して大きくはない（写真4）。越
冬隊員の数もわずか6名（リーダー兼衛
星受信技術者、調理、大工、電気、医者、
機械）とのことだったが、我々が訪問し
た時は32名もの設営関係者が滞在してい
た。夏期間に集中して設営関係の建設作
業や内装作業を行うとのことだ。
基地のすぐ目の前から大陸氷床になっ
ており、約7キロメートル離れた場所に
滑走路がある。ケープから飛んできた客
は、基地の建物に案内され、自分たちの
今年の1月、南極観測50周年記念事業
の一環として企画されたパネリスト南極
フライトの一員としてトロール基地に滞
在したので、その概要を紹介したい。
空路トロールへ
トロール基地へは、南アフリカのケー
プタウンからノルウエー空軍の運航する
P3Nオライオン輸送機が1シーズン3往復
している。深夜にケープを発ち、滑走路
の状況が良い早朝にトロール基地に降り
立つ。飛行時間は片道約7時間だが、窓
がない窮屈な機体に詰め込まれてのフラ
イトは決して快適とは言えない。トロー
ル基地からは、さらにバスラーターボ機
によって周辺の各国基地に空路が延びて
おり、ロシアのノボラザレフスカヤ基地
と並んで小規模ながら東南極のハブ空港
としての機能も果たしているといえよう
（写真1）。夏の期間は、近隣のサナエ基
地（南ア）からへりが飛来したり、コー
ネン基地（独）やワサ基地（スウェーデ
ン）へバスラー機が飛んだりと、かなり
の賑わいを見せる。
飛行機を降り立つと、我々の荷物は行
き先別にソリの上の木箱に仕分けされ
（写真2）、片や人間は、“Troll Bus”と
よばれるソリに乗せられて基地に案内さ
れる（写真3）。滑走路から基地までの大
陸氷床上には、大型のモレーンが目立つ。
トロール基地
─ノルウェー
本吉洋一
副所長・地圏研究グループ・教授
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昭和基地
（日本）
トロール基地
写真2　荷物ソリ
写真3　Troll Bus
写真4　トロール基地主要部
写真5　宿泊用テント写真1　滑走路に駐機中のP3N（右）とバスラ （ー左）
フライトまでの時間を過ごすことにな
る。訪問者用のテント村があり、宿泊が
必要な場合はそこで寝泊まりする（写真
5）。ピラミッドテントとモンゴルのゲル
のような大型テントが合計10張りほど建
てられていた。ここは風が弱いのか、テ
ントのつくりは華奢で、木のペグは雪面
に刺しただけだった。
基地の建物は、昭和と同じような高床
式である。その他に輸送用のコンテナを
そのまま倉庫として数多く使っている。
露岩の敷地があまり広くないので、結構
タイトな感じだ。物資輸送は基本的に船
で行い、基地から約200km離れた海岸線
まで、雪上車がソリを牽引して物資を取
りに行くそうだ。水は付近の氷を解かし
て使っている。トイレは小はドラム缶、
大は1回分づつポリ袋に入れて密封し、
持ち帰るとのこと。基地の目の前の小高
い丘の上にレドームがあり、インターネ
ットは常時接続されていた。
10 11
ワークショップ
南極隕石シンポジウム
第31回南極隕石シンポジウムは、6月5
日から7日まで研究所6階講堂において開
催された。海外5カ国から、招待者J． 
Grossman博士（アメリカ合衆国地質調
査所・レストン）とD． Ebel博士（アメ
リカ自然史博物館）、他18名が参加した。
参加者数は102名にのぼり、隕石、月お
よび火星隕石そして微隕石に関連した物
質科学研究について、49件の口頭発表、
5件のポスター発表があった。6月6日に
は、やまと山脈であらたに発見された火
星隕石、Yamato （Y） 000027， Y000047， 
Y000097コンソーティアム研究の成果が
まとめて発表された。これらの隕石は、
総重量が40グラムにみたないが、8番目
に同定されたペアのレルゾライト質シャ
ーゴッタイトであり、ALH 77005および
Y793605との類似性が高い。Y00火星隕
石の宇宙線照射年代および結晶化年代
は、これまでに研究されてきたレルゾラ
イト質シャーゴッタイトの年代と差が認
められないことから、他のレルゾライト
質シャーゴッタイトと同一の火星クレー
ター起源であることがあきらかになっ
た。
初日および二日目の夕方には、招待者
による特別講演があった。Grossman博
士には、コンドライト隕石について、母
天体での熱変成および水質変成の影響を
考慮した詳細な分類の試みについてお話
しいただいた。D． Ebel博士は、太陽系
初期に形成された固体物質であるコンド
リュールについて、マイクロトモグラフ
ィーおよび酸素同位体組成にもとづき、
気相-固相間での元素分別を考慮してそ
の成因を議論した。
Y00火星隕石コンソーティアム研究の
成果は、あらたに刊行されたPolar Science
にまとめて掲載される予定である。
（三澤啓司：地圏研究グループ・准教授）
Greenland IPY 2007
Space Science
Symposium
5月4日から9日かけて、グリーンラン
ド西部のKangerlussuaq（カンガルサー
ク）で開催された表記シンポジウムに招
待され参加した。このシンポジウムは、
今年3月から始まった国際極年の一環と
して、これまで様々な宙空観測が行われ
てきたグリーンランドで開催しよう、と
計画されたもので、開催案内には、グリ
ーンランド磁力計ネットワーク開設から
35年、非干渉散乱レーダーがアラスカの
Chatanika（チャタニカ）からカンガル
サークに移設されてから25年、などとも
記されていて、こうした記念行事的な意
味合いが強いことが伺われる。プログラ
ム事務局からは、私達のグループが進め
ているアイスランド－昭和基地オーロラ
共役点観測のレビュー的な話をして欲し
い、という依頼があった。
Kangerlussuaqとは “大きいフィヨル
ド”という意味のグリーンランド語で、
デンマーク語ではSφndre Strφmfjordと
呼ばれる。ここはかつてアメリカ空軍の
基地があったところで、ジャンボジェッ
トが離着陸出来る大きな飛行場があり、
グリーンランド各地へのハブ空港となっ
ている。コペンハーゲンから4時間半、
米国のボルティモアからは5時間の直通
路線があり、参加者は、米国33名、欧州
26名、日本4名、ロシア3名、カナダ3名、
マレーシア1名、総勢70名で、極地研か
らは私の他に、事務局メンバーでもある
佐藤夏雄先生が参加された。最初の2日
間はアウトリーチを意識した歴史や現状
のレビュー的な話があり、氷河への遠足
をはさんで、後半の3日間はサイエンス
の話、というプログラムだった。
空港ビルに隣接するホテルに缶詰にな
り、朝9時から一日中びっしり詰まった
タイトなスケジュールで、自分の発表そ
のものは、後で何人かの人から、“Nice 
review”とか“Good talk”とか声をかけら
れたので、まずまずだったようである。
（門倉　昭：宙空圏研究グループ・准教授）
ユニオンセッション
「北極域の科学」
2007年5月21日、幕張メッセ国際会議
場において、地球惑星科学連合大会2007
のユニオンセッション、「北極域の科学」
が開催され、約100名の参加があり、盛
況裏に終了した。地球環境というバック
グランドがある北極の環境問題は単に1
学会だけで議論するのではなく、地球惑
星科学として捉えるのが必要であるとい
うことで、北極研究準備委員会（仮称）
が中心になって提案され、日本気象学会、
雪氷学会、水文水資源学会、生態学会か
らの後援協力もあって実現した。
コンビーナーは北極域の温暖化：筑波
大田中教授、北極域の水循環：名古屋大
太田教授、北極域の生態系：極地研神田
であった。約40件の発表があったが、発
表時間が10分と短く、今後改善する必要
があると感じた。
総合討論では南極も取り込んだ「極域
の科学」のセッションの提案もあったが、
今後も同じ名称に特定のサブテーマを沿
えて開催する方向がよいと感じた。来年
の同大会は2008年5月25日（日）～30日
（金）に同会場で開催される予定。
（神田啓史：
北極研究センター長・生物圏研究グループ・教授）
第4回南極設営
シンポジウム
6月1日（金）、今年で4回目となる南極
設営シンポジウムを本研究所講堂で開催
した。「情報」、「建築・土木」、「環境・
エネルギー」、「設営マネジメント・生活」
の4セクションにおいて、南極で利用で
きる新しい技術やアイデア、新世代の南
極設営をテーマに25件について講演者が
熱弁を振るった。
風車、南極用ウェアー等、本シンポジ
ウムから実際に南極に導入される技術が
少なくはない。今回の参加者約100人の
うち、大多数が民間企業からの参加であ
り、南極設営においては今後、産学官連
携が進むことが期待される。また、南極
設営を通じて専門が異なる研究者がお互
いに刺激を受けることができるのもこの
シンポジウムの魅力の一つである。懇親
会の話題も様々で、夜遅くまで話がはず
んだ。
回数を重ねるにつれて講演希望数が増
えてきており、会場と時間が足りなくな
ってきたのは嬉しい悩みである。
（水野　誠：極地設営室・技術職員）
SuperDARN 2007
国際ワークショップ
世界11 ヶ国の国際協力により運営さ
れているHF（短波）レーダーのネット
ワークであるSuperDARN (Super Dual 
Auroral Radar Network)の参加グルー
プや関連分野の研究者が一堂に会する
SuperDARN Workshop国際会議は、今
年は太陽地球環境研究所の主催、国立極
地研究所の協力により、2007年6月4日～
8日にかけて、北海道網走市のホテル網
走湖荘にて開催されました。
この会議は、SuperDARNのデータを
用いた最新の研究成果発表、および、レ
ーダーネットワークの運用方針に関する
検討等を行うために、毎年世界各地で開
催されているもので、今回の日本での開
催は、国立極地研究所が東京で開催して
以来９年ぶりになります。会議には、日
本を含む12 ヶ国から外国人45名を含む
計83名が参加し、様々な分野における科
学的成果やレーダーの技術的課題、また
レーダーネットワークの将来計画等に関
する活発な議論が繰り広げられました。
また、3日目午後には、昨年11月に稼
働を開始した北海道-陸別短波レーダー
（名古屋大学太陽地球環境研究所所有）
の見学会のため陸別町を訪問し、参加者
達は新レーダーシステムのアンテナや送
受信機に熱心に見入っていました。
（西谷　望：
名古屋大学太陽地球環境研究所・准教授）
藤井所長による開会挨拶
講演後の質疑応答の様子
短波レーダー見学会の様子特別講演後に議論するGrossman博士
日本地球惑星科学連合大会2007と「北極域の科学」
会場
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昭和基地から
平均気温（℃）
最高気温（℃）
最低気温（℃）
平均気圧・海面（hPa）
平均蒸気圧（hPa）
平均相対湿度（%）
平均風速（m/s）
最大風速・10分間平均（m/s）
最大瞬間風速（m/s）
平均雲量
2007年
昭和基地
4月 5月 6月
昭和基地月別気象状況
-10.4
-2.9（17日）
-24.6（26日）
988.1
2.2
73
8.0
35.3（17日）
44.7（17日）
7.6
-12.3
-2.5（2日）
-26.0（22日）
990.0
1.6
59
6.6
30.2（27日）
37.9（27日）
6.3
-12.7
-2.9（19日）
-28.3（24日）
995.0
1.9
73
8.2
42.1（19日）
52.4（19日）
7.3
観測隊だより
4月　極夜に向けて日ごとに昼が短くな
り、月初めの10時間台から月末には6時
間台とほぼ半減した。第48次隊では初の
Ａ級ブリザードが中旬に来襲し、くり返
し外出制限が発令された。こうした中、
気温の低下とともに氷厚を増しつつある
基地周辺の海氷上では、スノーモービル
によるルート工作が精力的に進められ、
野外活動が本格的に始動した。これに対
応して、野外安全講習会や雪上車講習会
等を通じて安全に対する考え方や実践技
術の教習を行った。
5月　冬日課に移行し、朝食時間がこれ
までの午前7時から8時となった。極夜前
の貴重な日中を利用して、野外観測、車
両・重機整備、廃棄物処理、基地主要部
の除雪等が精力的に進められた。越冬隊
としては初めてとなる大陸（S16）オペ
レーションを上旬に実行し、雪上車や施
第130回 南極地域観測
統合推進本部総会
平成19年6月20日（水）、東京都千代田
区のKKRホテル東京において、第130回
南極地域観測統合推進本部総会が開催さ
れた。冒頭、本総会の開催にあたり南極
地域観測統合推進本部副本部長の結城文
部科学省事務次官から挨拶があった。
議事では、第47次越冬隊及び第48次夏
隊の観測実施報告、第48次越冬隊の現況、
「しらせ」後継船の建造状況などについ
て報告があった。
審議事項としては、本年11月に出発を
予定している第49次南極地域観測隊員59
名（越冬隊29名、夏隊30名）のうち51名
設の状況を確認した。
6月　太陽が昇らない極夜のため、野外
行動は少なく、基地活動中心の一ヶ月と
なった。20日から23日にかけて恒例のミ
ッドウィンター祭を開催し、越冬の折り
返し点として隊員相互の絆を深め、後半
の活動に向けて英気を養った。あいにく
19日より猛烈なA級ブリザードとなり、
瞬間最大風速52m/秒を記録した。この
ため、行事を一時中断し、被害の復旧作
業や点検を行った。
各月を通し、施設安全点検や消火訓練
等を実施しつつ、観測・設営部門の業務
は概ね順調に経過した。
私の主な研究テーマは、オーロラと太陽－地球大気との関係の理解であり、実験や
観測等のフィールドワークに重点を置いて研究を進めています。その他に、オーロラ
やオーロラ研究の文化的・歴史的な側面にも興味を持っており、それらに関する大衆
向けの本も書いています。スペース物理学研究の良い面は、様々な国の科学者と共に
働く機会があることです。私は過去に、アラスカ大学や宇宙科学研究所（現JAXA）
でも客員研究者として過ごしてきました。科学者同士が国際的に触れあうことは、国
家間の友好や世界平和を築くことにも役立つと思っています。
オーロラの研究以外に、私はバードウォッチングにも昔から興味を持っています。
鳥の観測は、私達の環境について多くを教えてくれます。長期的な観点から見て、生
物の多様性が失われることは、地球温暖化以上に深刻な問題となると私は確信してい
ます。そのため、私は研究以外の時間に、鳥の観察プログラムに積極的に参加してい
ます。
今回の滞在中には、多くの日本の科学者に出会え、大変価値がありました。この機
会を持てたことに感謝しつつ、今後も共同研究が続くことを願っています。また、日
本の美しい景色を見ることや、日本の友人とのつきあいを楽しむこともできました。
それらの様子については、私のブログ（http://ingridsandahl.blogspot.com/　注：ス
ウェーデン語）に写真を掲載しています。
客員・特任研究員
客員研究員。スウェーデン王立工科大学（KTH）を卒業
後、スウェーデンスペース物理研究所（IRF）にて博士を
取得。専門はオーロラ物理学であり、これまでに Viking
（スウェーデン）や Interball（ロシア）などの人工衛星や、
オーロラ観測用ロケットのプロジェクトに従事。1999年
にスウェーデンスペース物理研究所の教授に着任。現在は
ALIS（Auroral Large Imaging System）の研究代表者
を務めている。
Ingrid Sandahl
イングリッド・サンダール
2006年10月から2007年3月の京都大学工学研究科研究員を経てこの4月に情報・シス
テム研究機構新領域融合研究センター特任研究員として採用された。同研究センター
の進める「機能と帰納」プロジェクト「ダイナミック逆問題」サブプロジェクトの一
環としてMST（Mesosphere-Stratosphere-Troposphere）レーダーを用いた大気乱流
の３次元構造推定の研究に従事している。本来MSTレーダーは、強力な電波を放射
し大気からの微弱な散乱波のドップラーシフトから風速を推定するためのものであ
る。平均風速以上の高次の成分といえばエコーのスペクトル幅として僅かに現れるに
すぎず、対象となる散乱体の空間構造の推定などは自由度の問題からおよそ達成不可
能な問題であることは明らかである。しかし近年、多周波、25独立受信サブアレイを
装備する高機能MSTレーダー（京都大学MUレーダー、滋賀県）が開発され、観測可
能な情報量は飛躍的に増加した。
まだまだ自由度は不足するのだが、これを利用して先の問題の限界に迫るのが研究
テーマである。対象の構造が未知のため時間積分も容易でなく、現実の乱流構造の推
定のためには空間３次元および時間を含めた４次元構造をうまく表現するモデルが必
要であり、まさにダイナミック逆問題と言うに相応しいテーマである。この新しい推
定技術を通して、大気のダイナミクスの解明に貢献したい。
特任研究員。1999年立命館大学理工学部卒業、2001年
京都大学情報学研究科修士課程修了、2001年からソニー
株式会社に勤務。2003年退職し、京都大学情報学研究科
博士後期課程へ進学。2006年 9月博士 (情報学 )を取得。
専門はレーダー信号処理、適応信号処理，推定問題。
西村耕司
にしむら・こうじ
第49次南極地域観測隊
夏期総合訓練
6月25日から29日までの5日間にわた
り、長野県の文部科学省菅平高原体育研
究場において、第49次南極地域観測隊夏
期総合訓練が実施され、隊員・講師・極
地研関係者等、総勢85名が参加した。
この訓練は、南極観測事業に関する情
報提供、安全対策、環境保護等に関する
講義の他、各観測・設営計画及び出発ま
での諸準備についての打合せを行うこと
と、団体生活を通しての相互協力や意思
の疎通を図ることを目的としている。
訓練は、南極に関する講義の他、部門
ごとの打合せや観測隊全員が参加する全
体会議、消火器を使用しての初期消火訓
練、東京消防庁の講師の指導による救命
講習など、多岐にわたる内容となった。
第49次観測隊員は、この夏期訓練終了
後、国立極地研究所を中心として、物資
の調達や梱包作業等の準備を開始し、今
秋の出発に備えることとなる。
が決定したほか、勝田国立極地研究所極
地設営室専門職員が第49次隊副隊長（夏
期設営担当）に決定した。残る4名の隊
員及び外国基地派遣者3名は、現在選考
中である（隊長兼夏隊長1名及び、副隊
長兼越冬隊長1名、夏隊副隊長1名は昨年
11月の同総会において決定済）。また、
夏隊同行者1名が決定した。
客員・特任研究員
6月の集合写真
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●平成19年6月30日付け
転出
是枝龍哉 （管理部会計課用度係長）
 東京大学生産技術研究所経理課
 係長
関  豊 （管理部会計課資産管理係長）
 東京大学生産技術研究所総務課
 係長
●平成19年7月1日付け
採用
岡山英樹 第49次南極地域観測隊員
 （（株）関電工）
飯泉誠康 第49次南極地域観測隊員
 （いすゞ自動車（株））
高澤直也 第49次南極地域観測隊員
 （元（㈱太平エンジニアリング）
尼嵜慶次 第49次南極地域観測隊員
 （ヤンマ （ー株））
軍司将男 第49次南極地域観測隊員
 （（株）日立製作所）
麩澤正彦 第49次南極地域観測隊員
 （（株）大原鉄工所）
近藤  巧 第49次南極地域観測隊員
 （（株）エフエム滋賀）
人事異動
7月4日 隊員室開き
7月23日、24日 第31回極域宙
 空圏シンポジウム
10月18日、19日 第27回極域地学
 シンポジウム
10月25日 運営会議
11月13日 南極本部総会
11月14日 「しらせ」出港
11月15日、16日 第30回極域生物
 シンポジウム
11月20日、21日 第30回極域気水圏
 シンポジウム
11月28日 第49次観測隊出発
12月16日 第4回中高生南極北極
 オープンフォーラム
極地研カレンダー
お知らせ
国立磐梯青少年交流の家は、磐梯山を背に猪苗代湖を見下ろす豊かな自然の中にあり、
年間延べ15万人を越す青少年の宿泊研修に利用されている。かつて第9次隊の冬訓練、
第19次隊の夏訓練も実施されている。毎年、田植えも終わった6月上旬、地元猪苗代町と
の共催で、地域の活性化と住民の交流を深めることを目的に「いなわしろプロジェクト
BandAI（美＆愛）」を開催している。
この催しでは、町内はもとより県内外の機関にも協力をいただき、青少年の主張、移
動動物園・水族館、科学イベント、コンサートなど多種多様な発表・展示を行っている。
今年は6月3日に開催することとなり、目玉企画として、科学や地球環境への興味関心を
高めることを目的に、南極展を企画した。
国立極地研究所の全面的な協力を得て、触れることのできる月・火星の隕石、氷山氷、
岩石標本、生物標本など貴重な試・資料を貸し出していただき、約140㎡の会場いっぱい
に効果的な展示をすることができた。当日は約千名の入場者で賑わい、訪れた親子連れは、
試・資料に触れ、展示物に見入り、極地の自然と不思議に思いをはせていた。 
（酒井量基：国立磐梯青少年交流の家事業支援課長）
6月9日（土）、国立極地研究所の全面的なご協力で、金沢小学校では「南極を知る」
授業を行うことができました。PTAの家庭教育学級も兼ねて行ったので、児童だけでなく、
保護者や地域の方も参観しての授業となりました。午前中は1年生から4年生を対象とし
て、国立極地研究所 准教授 工藤 栄先生が、豊富な画像を使いながら気象・動物・植物
など南極の自然と南極観測の意義についてわかりやすくお話しくださいました。
午後は、5・6年生がテレビ会議システムで、昭和基地の隊員の方と直接交信すること
ができました。スクリーンに映し出される昭和基地の中や外の様子、美しいオーロラの
映像に、子どもたちの南極への興味はいやが上にも高まりました。そして、子どもたち
の質問に直接わかりやすく応えてくださる場面では、金沢小と昭和基地とが「つながっ
た！」という一体感を感じることができました。30分ほどの短い時間でしたが、子どもた
ちの南極への夢をふくらませる貴重な時間となりました。
（岩佐富雄：板橋区立金沢小学校副校長）
　緑豊かなあきる野市の中央に位置する秋多中学校。学区は秋川と平井川に接し秋留台
地のほぼ中央にある生徒数483名の学校です。落ち着いた雰囲気の中、学習に部活動に
生徒は活動的です。
　本校は今年創立50周年を迎えます。多くの卒業生が活躍する伝統校であるとともに過
去幾多の悲しい出来事もありました。そのため、毎年6月16日を永年祈念日「いのちの日」
と制定し、特にこの時期に「いのちの尊さ」について学習を深めています。
　この度50周年記念事業として、6月12日（火）国立極地研究所教授　本吉洋一先生を
お招きし、「人が生きるということ」と題し講演をいただきました。南極の氷の実験、画
像を使った語りの中に引き込まれました。さらに後半では南極昭和基地をテレビ電話で
交信。生徒は南極の自然や隊員の生活など興味深く聞き、体育館は盛り上がりました。
　本校では「いのち」を生命だけではなく環境までも含めたものと捉えています。この
講演は「いのち」を考える良い学習の機会となりました。
（木下美彦：あきる野市立秋多中学校主幹）
佐々木菊雄 第49次南極地域観測隊員
 （（株）虎ノ門パストラル）
青堀  力 第49次南極地域観測隊員
 （元（株）テイクアンドギヴ・
 ニーズ）
橋本信子 第49次南極地域観測隊員
 （北里大学病院）
赤田幸久 第49次南極地域観測隊員
 （有明登山案内人組合）
熊谷英明 第49次南極地域観測隊員
 （NECテレネットワークス（株））
稲葉充久 第49次南極地域観測隊員
 （KDDI（株））
井田  浩 第49次南極地域観測隊員
 （飛島建設（株））
林原勝美 第49次南極地域観測隊員
 （Office LIN）
谷口和幸 第49次南極地域観測隊員
 （いすゞ自動車（株））
阿部幹雄 第49次南極地域観測隊員
 （契約記者）
昇任
大塚英明 事業部企画課専門員兼企画係長
 （事業部企画課企画係長）
浅草澄雄 管理部会計課用度係長
　新入生の指導教員も決まり、前期・
講義も4月の第3週には始まった。5月
末には専攻予算案も確定した。人件費
を除く物件費は合計12,559千円で昨年
並みであるが、学生の直接使用経費へ
のシフトが進んで、長期旅行経費（1,514
千円）3名分のほか各圏配分（気水圏
の897千円から生物圏1,209千円）の5割
程度以上は学生の海外調査・南極派遣
に関係した使用が予定されている。特
に今年末出発する第49次南極観測隊で
は足立達郎（地学・セールロンダーネ）、
田邊優貴子・辻本惠（生物・昭和基地
周辺露岩域）が夏隊同行するほか、鈴
木秀彦（宙空）が越冬予定である。
　どの研究科でも、受験生・入学生の
確保に頭を悩ませているが、複合科学
研究科では葉山本部に申請した事業で
ある「入学志願者アクセス支援プログ
ラム」が認められたので、入学希望者
に旅費を支給し専攻見学・教員との面
談を行うことが可能となった。極域科
学のように潜在受験生が全国に散らば
っている場合特に有効で、すでに10名
総合研究大学院大学・
極域科学専攻コーナー
展示の様子
青少年交流の家で南極展
南極に夢をふくらませる
「いのちを尊ぶ教育」の糧に！
の学生がこの制度を利用して来所してい
る。そして8月20日の週の入試準備も着々
と進んでいる。
（澁谷和雄：専攻長）
 （管理部会計課用度係主任）
石井要二 事業部企画課業務係長
 （事業部企画課業務係主任）
配置換
外内  博 管理部会計課資産管理係長
 （事業部企画課環境企画係長）
森田知弥 事業部企画課環境企画係長
 （事業部企画課業務係長）
昭和基地とのテレビ電話授業
氷山氷と冷蔵庫の氷の比較
観測隊夏期総合訓練に参加
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UNIS
　UNISとは、University Center in Svalbard の略で、スヴァ
ールバル諸島スピッツベルゲン島（図1参照）のロングイヤビ
ンにある、世界最北（北緯78度）の大学である。北極科学の教
育研究センターとして、1993年にノルウェーの4つの国立大に
より共同で設立され、そこでは北極域の生物学、地質学、地球
物理学、極地工学を、現場で学ぶことができる。スタッフ数は
70人、客員講師の数は120人。毎年約320人の学生が世界中か
ら集まり、フィールド活動が90％を占める授業を受けている。
日本からも、これまでに多くの学生や大学院生が、数週間から
半年の授業やサマースクールに参加している。
　2006年4月に建物
の拡張工事が完成し
た際に、極地研究所
は新棟3階のオフィス
の賃借を開始した（図
2参照）。そのオフィ
スは全国の極域研究
者の観測活動に利用
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に関連した極域の重点観測
が、国際共同で数多く実施さ
れつつある。その観測・研究
の最先端の内容や現場の生の
声を、この極地研NEWSを
通じて届けていきたい。
 （小川泰信）
編 集 後 記
　南極資料Vol.51 No.1には研
究ノート、大槻の定着氷域の
パドル及び解放水面内部の水
質とそれが海洋に与える環境
について、報告で原らの南極
昭和基地での係留気球を用い
た下部対流圏エアロゾル観測
の報告、木津らの第43次隊気
象部門報告、白石の第47次隊
夏期行動報告を掲載。南極資
料Vol.51 No.2には報告で江崎
らの第44次隊気象部門報告、
近刊紹介
図2　UNIS内の極地研究所オフィス
前号（182号）の
巻頭記事
「研究の前線から：南極
は温暖化しているの
か？」につきましては、
冊子の内容に補足記事を
加え、http://polaris.nipr.
ac.jp/～kouhou/news/
news070719/に pdf ファ
イルを掲載しています。
石沢と北川のオーロラ・オー
ストラリスによる輸送とオー
ストラリアのケーシー基地及
びマッコーリー島基地の施
設、大野らの南極医学医療研
究集会報告（英文）を掲載。
図1　UNISの位置（赤丸）
されており、北極観測の拠点形成の重要な役割を担っている。
オフィスの利用申し込みは、極地研究所の北極観測センター
（http://www-arctic．nipr.ac.jp/UNISoffice/UNISoffice.
htm）にて受け付けている。（UNISのホームページ（注：英語）
は、http://www.unis.no/） 
（小川泰信：宙空圏研究グループ・講師）
北極点
